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御
施
主
様
の
株
式
会
社
ラ
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン

　

正
宗
留
美
子
様
よ
り
原
稿
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

　

石
垣
市
の
玉
取
崎
展

望
台
の
真
向
か
い
に
、

２
０
１
０
年
夏
、
レ
ス

ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
プ
チ
ホ
テ
ル

も
併
設
し
、
夕
食
に
は

石
垣
牛
を
メ
イ
ン
と
し

た
コ
ー
ス
料
理
を
提

供
。
１
７
６
０
坪
の
敷

地
内
に
は
、果
樹
・
ハ
ー

ブ
・
野
菜
等
を
栽
培
し

　

石
垣
島
と
い
え
ば
「
青
い
海
」
と
い
う
印
象

を
お
持
ち
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
深
い

緑
に
覆
わ
れ
た
「
樹
木
の
島
」
で
も
あ
り
ま
す
。

シ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
は
木
と
岩
に
覆
わ
れ
た
キ
ン

ブ
山
の
中
腹
、
標
高
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
場
所

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

　

台
風
の
来
る
石
垣
島
の
山
の
中
腹
に
木
造
の

家
を
建
て
る
!?

　

大
勢
の
人
か
ら
心
配
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
設
計
士
も
建
設
会
社
も
同
じ
心
配
を
抱
き

ま
し
た
が
、そ
れ
を
払
拭
す
る
為
に
知
恵
を
絞
っ

て
く
だ
さ
っ
た
結
果
、
今
夏
、
無
事
完
成
し
ま

し
た
。

　

高
台
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
は
１
８
０
度

以
上
の
海
が
見
え
ま
す
。

　

周
り
に
何
も
な
く
、
常
に
風
や
南
国
特
有
の
滝

の
よ
う
な
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
室
内
に

い
る
と
別
世
界
の
よ
う
に
静
か
で
す
。
天
井
を
張

ら
ず
、
小
屋
組
み
を
見
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、

す
ご
く
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
空
間
に
な
り
ま

し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
テ
ラ
ス
も
太
い
柱
で
東
屋

風
に
仕
上
げ
ま
し
た
が
、
お
客
様
に
一
番
人
気
の

場
所
（
席
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
は
人
工
の
建
造
物
で
す
が
、
自
然
の
恵
み
で

あ
る
木
が
心
優
し
く
な
れ
る
時
を
も
た
ら
し
て
く

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
毎
日
で
す
。

 神々がくれた奇跡 神々がくれた奇跡

シーフォレスト

て
い
ま
す
。
貴
方
に
夢
の
ひ
と
と
き
を
与
え
て
く

れ
る
こ
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
で
優
し
い

時
間
を
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



網野禎昭　法政大学教授講演

集合住宅の木造建築～集合住宅の木造建築～
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地方都市と木造のあり方地方都市と木造のあり方

長
一
短
、
耐
火
基
準
な
ど
の
解
説
、
さ

ら
に
木
造
建
築
を
単
な
る
ブ
ー
ム
に
終

わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
鉄
骨
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
な
ど
と
比
べ
て
、
性
能
面
、

コ
ス
ト
面
で
如
何
に
競
争
力
を
確
保
す

る
か
に
話
が
及
び
ま
し
た
。
性
能
、
コ

ス
ト
を
踏
ま
え
て
、
材
料
、
加
工
、
部

材
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ま
で
、
そ
し
て
部
材

の
製
造
、
加
工
、
現
場
施
工
体
制
な
ど
、

設
計
・
施
工
の
実
務
に
精
通
し
て
い
れ

ば
こ
そ
の
中
層
木
造
建
築
の
さ
ま
ざ
ま

な
技
術
的
側
面
が
解
き
明
か
さ
れ
た
３

　

網
野
教
授
は
、
東
京
大
学
大
学
院

(

坂
本
・
松
村
研
究
室)

時
代
、
鹿
児

島
県
佐
多
町(

現  

南
大
隅
町)

の
「
さ

た
で
い
ホ
ー
ル
」
の
設
計
に
お
い
て
、

シ
ャ
ー
プ
な
デ
ザ
イ
ン
感
覚
を
発
揮

さ
れ
、
町
に
そ
の
案
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
若
く
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

計
画
か
ら
実
施
設
計
、
施
工
管
理
ま
で

を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
ス
イ
ス

連
邦
工
科
大
学
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
校
で
当
代

随
一
の
木
質
構
造
の
大
家
ナ
ッ
テ
ラ
ー

教
授
の
下
に
学
び
、
ウ
ィ
ー
ン
連
邦
工

科
大
学
に
転
じ
て
ア
シ
ス
タ
ン
ト
プ
ロ

フ
ェ
ッ
サ
ー
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
近

年
大
き
く
進
展
か
つ
変
貌
し
て
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
木
造
建
築
を
、
研
究
者

と
し
て
、
ま
た
建
築
実
務
家
と
し
て
、

時
間
で
し
た
。

　

今
回
聴
講
さ
れ
た
80
名
の
方
々
は
木

造
建
築
、
特
に
多
層
階
の
集
合
住
宅
や

ビ
ル
の
合
理
性
、
建
築
の
具
体
的
手
法

な
ど
聞
く
機
会
を
得
ら
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
後
日
幾
人
も
の
方
々
か
ら
木

造
建
築
に
つ
い
て
の
常
識
が
変
わ
っ
た
、

ま
さ
に
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
だ
っ
た
と

の
感
想
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

い
つ
か
本
誌
誌
上
で
、
ご
本
人
に
直

接
弁
じ
て
戴
く
予
定
で
す
。(

佐
々
木)

ま
さ
に
そ
の
渦
中
に
在
っ
て
格
闘
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
余
年
ぶ
り
に
帰
国
さ
れ
、
今
年
４

月
に
現
職
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
時
あ

た
か
も
木
造
化
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
の
時
期
、
我
が
国
木
造
建
築
の
真
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
誠
に
喜
ば
し
く
、
欣

快
に
堪
え
な
い
次
第
で
す
。

　

講
演
は
３
時
間
に
及
び
ま
し
た
。
多

層
木
造
建
築
の
意
義
か
ら
始
ま
り
、
各

地
の
実
例
紹
介
、
設
計
、
施
工
の
実

務
的
な
視
点
か
ら
、
各
種
構
法
の
一

場 所　肝付町高山やぶさめ館 場 所　肝付町高山やぶさめ館 
主 催　肝属木材事業協同組合主 催　肝属木材事業協同組合

　

11
月
29
日
朝
、
種
子
島
島
間
港
か
ら
出

航
し
た
船
が
志
布
志
港
に
入
り
、
杉
丸
太

約
４
０
０
㎥
と
製
材
品
60
㎥
が
運
び
込
ま

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
回
南
種
子
町
様
が

発
注
さ
れ
ま
し
た
南
種
子
町
立
中
平
小
学

校
校
舎
建
設
用
と
し
て
、
南
種
子
町
有
林

か
ら
伐
採
搬
出
さ
れ
た
杉
材
で
す
。

　

南
種
子
町

の
子
供
た
ち

が
使
う
校
舎

に
是
非
と
も

同
じ
南
種
子

で
育
っ
た
杉

材
を
使
っ
た

建
物
で
、
木

の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
な
が

ら
学
校
生
活

を
過
ご
し
て

欲
し
い
と
い
う

名
越
町
長
様
始

め
町
役
場
、
地

元
の
強
い
意
志

が
あ
っ
た
と
お

聞
き
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、

杉
材
伐
採
時
に

は
日
頃
や
っ
た

こ
と
の
な
い
作

業
の
お
手
伝
い

を
役
場
職
員
の

方
も
出
て
、
大
変
だ
っ
た
と
も
漏
れ
聞
き

ま
し
た
。

　

こ
の
大
切
な
材
料
を
預
か
り
、
い
ま
か

ら
私
ど
も
は
校
舎
の
骨
組
に
使
用
す
る
集

成
材
を
製
造
し
て
い
く
作
業
工
程
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。

　

地
元
の
熱
い
思
い
に
お
答
え
す
る
た
め

に
会
社
一
丸
と
な
っ
て
良
い
製
品
作
り
に

望
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

種
子
島
・
木
材
だ
よ
り

さたでいホール



中断面

大断面

小断面
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鹿
児
島
県
は
県
水
産
業
の
新
し
い
展

開
を
支
え
る
た
め
、
垂
水
市
に
稚
魚
生

産
施
設
を
建
設
中
で
す
。こ
の
施
設
は
、

カ
ン
パ
チ
用
の
生
簀
（
い
け
す
）
と
し

て
は
全
国
で
初
め
て
の
施
設
で
、
経
済

危
機
対
策
に
基
づ
く
交
付
金
事
業
で
、

平
成
二
三
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

カ
ン
パ
チ
の
種
苗
は
現
在
、
中
国
か

ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
地
元
産

で
賄
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
養
殖
の
低

コ
ス
ト
化
や
生
産
履
歴
の
明
確
化
に
も

つ
な
が
り
、
消
費
者
に
も
安
心
・
安
全

な
魚
を
供
給
で
き
ま
す
。

　

施
設
は
、
同
市
柊
原
に
あ
る
県
種
苗

生
産
施
設
内
に
建
設
。
約
四
．
一 

ha

の
敷
地
に
、
既
存
の
ヒ
ラ
メ
・
タ
イ
な

ど
の
生
産
施
設
の
ほ
か
、
カ
ン
パ
チ
六

○
万
尾
の
供
給
を
目
標
と
し
た
稚
魚
生

産
用
生
簀
を
整
備
し
、
一
０
０
ｔ
水
槽

八
面
（
基
）
を
設
置
。

　

将
来
的
に
は
生
産
規
模
の
拡
大
や
、

夏
場
主
体
の
供
給
の
周
年
化
、
民
間
へ

の
技
術
移
転
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。

　

カ
ン
パ
チ
種
苗
生
産
施
設
は
、
種
苗

生
産
棟
（
Ｗ
造
平
屋
建
約
八
六
三
㎡
）、

親
魚
棟
（
一
階
Ｒ
Ｃ
造
二
階
木
造
建
約

三
四
五
㎡
）、
取
水
機
械
棟
（
Ｒ
Ｃ
造

平
屋
建
約
一
八
０
㎡
）の
新
築
。
ま
た
、

既
存
の
ク
ル
マ
エ
ビ
生
産
棟
の
解
体

後
、
ヒ
ラ
メ
棟
（
種
苗
生
産
施
設
、
木

造
平
屋
建
約
四
０
五
㎡
）
も
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ま
で
も
環
境
へ
の
配
慮
と　

塩

害
に
強
い
と
い
う
利
点
か
ら
、
鹿
児
島

県
水
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
の
各
施
設

や
長
崎
県
壱
岐
栽
培
セ
ン
タ
ー
、
佐
賀

カ
ン
パ
チ
用
の

い
け
す
は

全
国
初
の
施
設

県
有
明
海

漁
業
協
同

組
合
の
海

苔
製
造
等

の
水
産
施

設
に
集
成

材
を
使
用

し
て
い
た

だ
い
て
い

ま
す
が
、

今
回
も
各
施
設
に
多
用
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

木
造
は
結
露
の
心
配
も
少
な
く
、
木

材
の
特
徴
で
あ
る
熱
伝
導
率
の
低
さ
で

室
内
温
度

が
３
〜
４

度
程
度
低

く
、
室
内

環
境
が
大

変
良
い
で

す
。
今
回
、

鹿
児
島
産

の
安
全
ヘ

ル
シ
ー
な

カ
ン
パ
チ

生
産
施
設

に
携
わ
れ
た
事
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

も
多
方
面
の
水
産
施
設
に
木
材
が
使
用

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
榎　

原
） 　

構
造
用
集
成
材
の
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ

Ａ
Ｓ
）
で
は
、
断
面
の
大
き
さ
に
よ
り
大

断
面
集
成
材
（
短
辺
が
15
㎝
以
上
、
断
面

積
が
３
０
０
㎠
以
上
の
も
の
）
中
断
面
集

成
材
（
短
辺
が
7.5
㎝
以
上
、
長
辺
が
15
㎝

以
上
の
も
の
で
あ
っ
て
、
大
断
面
集
成
材

以
外
の
も
の
）
小
断
面
集
成
材
（
短
辺
が

7.5
㎝
未
満
又
は
長
辺
が
15
㎝
未
満
の
も

の
）の
３
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ

て
、
表
題
の
サ
イ
ズ
は
、
中
断
面
の
部
類

に
な
り
ま
す
〈
左
図
参
照
〉。
し
か
し
な

が
ら
、
一
般
的
に
は
住
宅
用
な
ど
に
使
用

さ
れ
る
標
準
規
格
寸
法
の
も
の
が
中
小
断

面
集
成
材
と
し
て

扱
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
の
も
の

あ
る
い
は
特
注
品

を
、
大
断
面
集
成

材
と
呼
ぶ
商
習
慣

が
あ
る
よ
う
で

す
。そ
の
た
め
に
、

大
断
面
集
成
材
の
価
格
は
高
い
と
ひ
と
括

り
に
さ
れ
て
し

ま
い
が
ち
で
す

が
、
規
格
化
さ

れ
た
寸
法
で
生

産
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
決
し

て
高
く
は
な
り

ま
せ
ん
。

〈
建
築
材
料
〉
構
造
用
集
成
材

〈
建
築
材
料
〉
構
造
用
集
成
材

短
辺
12
㎝
×
長
辺
80
㎝
×
長
さ
12
ｍ
は

大
断
面
集
成
材
？

カ
ン
パ
チ

種
苗
生
産
棟

ヒ
ラ
メ

種
苗
生
産
棟

カ
ン
パ
チ

親
魚
棟
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集成材・木造建築に関するお問い合せは…

○門松
　昔の門松は大変質素で素朴なものでした。どこの
家も門の所に木杭を打ち、松の枝と竹などを立て、
山から取ってきたシラス（火山灰土壌）を周囲に小
さく盛り上げます。余分に持ってきたシラスは庭に
まくと、黒い土をシラスが覆って清々しく、いかに
も年の改まる気分が静かな町に漂いました。
　ある時期（私が小学生の頃で多分昭和二十年代終
り頃）から「新生活運動」のようなものがあって、
門松を印刷した小さな紙が配られるようになり、何
しろ楽な方へだから門松をやめてそれを貼る家も増
えてきました。
　めでたく門松を立てる風習は廃れ、松や竹を切り
に山に入ることも無くなりましたし、それで山が豊
かになることも有りませんでした。あの運動はどの
ような人たちが、どのような理屈や情熱で進めたの
かなとふと思います。

○いのしし
　報道によると、熊、イノシシ、鹿などの獣害が例
年になく多いようです。林業の会合でもその被害が
よく話題になります。イノシシは大変うまいので、

「困った、困った」という話を聞くと「なぜ食わな
い？」とつい言いたくなります。猟師が減ったのか
最近手に入らず久しくかつえていましたが、当地の
わな猟師さんと神田専務が親しくなってくれたおか
げで、最近は冷凍や味噌漬けで常備しており、客が
有ればすき焼き、炭火焼、大根やゴボウとの煮物な
ど「山の恵み」に感謝しつつ戴いています。

■鹿児島のおいしいもの　旬の味

第５号がホームページでも
　　　　　ご覧になれます

http://report.synapse-blog.jp/woodist/

木材のこといろいろな
ニュースが満載‼ 
ぜひ御覧下さい！

　　

port.synapse-b

木木

　
長
崎
県
五
島
市
に
あ
る
こ
も
れ
び
の
舎
保

育
園
は
、
子
供
達
が
の
び
の
び
と
遊
ん
だ
り
、

学
ん
だ
り
す
る
に
は
、
開
放
的
で
親
し
み
の

持
て
る
平
面
計
画
と
、
木
の
特
性
を
活
か
し

た
魅
力
的
な
空
間
作
り
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
の
も
と
に
木
造
で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
木
材
の
も
つ
弾
力
性
に
よ
る
ソ

フ
ト
な
歩
行
感
や
、
高
い
断
熱
性
に
よ
る
温

か
な
感
触
と
い
っ
た
物
理
的
特
性
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　
建
物
は
、
が
っ
し
り
と
組
ま
れ
た
集
成
材

の
柱
が
子
供
達
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
木
材

を
多
用
し
た
こ
と
で
屋
内
に
い
て
も
い
つ
で

も
自
然
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
実
現

し
ま
し
た
。

★ 

こ
も
れ
び
の
舎
保
育
園

▶大隅
北保育

園

ＤＡＴ
Ａ

所在地
：鹿児

島県

　　　
　曽於

市

発注者
：社会

法人

　　　
　笠木

福祉会

設　計
：エー

ス建築
　

　　　
　設計

㈱

施　工
：㈱春

園組

床面積
：495

.47㎡

▲大福
寺保育

園

ＤＡＴ
Ａ

所在地
：長崎

県雲仙
市

発注者
：社会

福祉法
人清風

会

設　計
：イン

ターメ
ディア

一級建
築士事

務所

施　工
：星野

建設㈱

床面積
：790

.19㎡

◀湯山
保育所

ＤＡＴ
Ａ

所在地
：熊本

県水上
村

発注者
：水上

村

設　計
：㈱川

崎設計
　

　　　
　事務

所

施　工
：㈱武

田建設

床面積
：513

.19㎡

子供達
にやさ

しい

《  木造
の保育

園・幼
稚園  》

ＤＡＴ
Ａ

所在地
：長崎

県五島
市

発注者
：社会

福祉法
人さゆ

り会

設　計
：イン

ターメ
ディア

一級建
築士事

務所

施　工
：西津

建設㈱

床面積
：612

.36㎡

epport sy

ら
で建

物
は
、
が

の
柱
が
子
供
達
を
見
守
っ
て
い

を
多
用
し
た
こ
と
で
屋
内
に
い
て
も
い
つ
で

も
自
然
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
実
現

し
ま
し
た
。

▶大隅

ＤＡＴ

所在地

　　

発注

　
設

▲大福
寺保

▲大福
寺保育福寺保
育園育園

ＤＡＴ
Ａ

所在地
：長崎

県雲仙
市

発注者
：社会

福祉法
人清風

会

設　計
：イン

ターメ
ディア

一級建

施　工
：星野

建設㈱

床面積
：790

.19㎡

子供

《 木造
の保

建物
探訪

木
の
ぬ
く
も
り
あ
る

木
の
ぬ
く
も
り
あ
る

園
舎
で
子
供
達
は

園
舎
で
子
供
達
は

     
     

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

人
吉
乳
児
保
育
園

春
木
園
長
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

木
の
ぬ
く
も
り
あ
る

園
舎
で
子
供
達
は

     

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

人
吉
乳
児
保
育
園

　
人
吉
乳
児
保
育
園
は
、
昭
和
四
五
年

の
開
園
以
来
、
人
吉
の
幼
児
教
育
の
先

陣
を
切
り
開
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
、
こ
の
保
育
園
の
園
長
で
あ
ら
れ
る

春
木
久
江
様
に
木
造
園
舎
と
子
供
達
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
出
水
田
）　

　
建
物
の
特
徴
を
教
え
て
下
さ
い

　
大
き
な
大
黒
柱
を
中
心
に
、
大
断
面
集

成
材
架
構
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
創
作
活
動
、
異
年
令
児
保
育
（
き
ょ

う
だ
い
グ
ル
ー
プ
保
育
）、
合
同
保
育
な
ど

多
様
な
保
育
形
態
に
対
応
で
き
る
園
舎
で

す
。
吹
き
抜
け
の
天
井
や
大
き
な
窓
を
多

用
し
た
こ
と
で
建
物
内
部
も
と
て
も
明
る

い
で
す
。

　
ま
た
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
給
食
室
が
建
物

の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供

達
に
じ
か
に
食
べ
物
の
匂
い
や
給
食
が
出

来
上
が
る
様
子
を
五
感
で
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
当
園
が
推
進
し
て
い
る
「
食
育

　
人
吉
乳
児
保
育
園
の
紹
介
を
お
願
い

し
ま
す

　
熊
本
県
下
で
三
番
目
に
古
い
入
所
年
令

の
質
感
を
活
か
し
て
、
優
し
く
く
つ
ろ
げ

る
空
間
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

活
動
」
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
保
育
園
に
つ
い
て

　
現
在
、
子
供
達
を
取
り
巻
く
環
境
が
急

激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
む
か
し
の
様
に

公
園
で
子
供
達
だ
け
で
遊
ぶ
こ
と
も
無
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
為
、
地
域
か
ら
学
ぶ

人
と
の
ぬ
く
も
り
を
保
育
園
で
十
分
に
で

き
る
よ
う
な
環
境
に
し
、
子
供
た
ち
や
保

護
者
に
と
っ
て
安
心
も
で
き
る
、
信
頼
と

敬
愛
に
満
ち
た
保
育
園
で
あ
り
た
い
、
と

考
え
て
い
ま
す
。

http://rehttp://re

建物
探訪

の
質
感
を
活
か
し
て
、
優
し
く
く
つ
ろ
げ

る
空
間
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
。
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　阿蘇
くじゅ

う国立
公園の

真ん中
に位置

する４
万㎡の

広大な
土地に

、95
年に良

い作品
づくり

の環境
を求め

て愛

知県か
ら移転

しまし
た。

　団員
の育成

と作曲
・演奏

など、
ＴＡＯ

独自の
スタイ

ルを創
造する

ため、
ＴＡＯ

の里づ
くりに

邁進し
、200

7 年

までに
宿泊施

設や稽
古場２

棟など
を整備

してま
いりま

した。

　200
8 年度

は野外
ステー

ジを兼
ね備え

、音の
反響の

良い、
天井が

高く大
スパン

で木構
造の新

稽古場
を、世

界的

建築家
である

丸山欣
也氏に

依頼し
、200

9 年４
月（通

称赤兜
）が完

成しま
した。

　新し
い形の

エンタ
ーテイ

メント
を創造

する場
として

、最高
の音に

こだわ
り、音

楽ホー
ルと同

じ音環
境を整

え

るため
、床下

にヒュ
ーム管

を配置
し低音

振動を
うまく

伝える
工夫な

どの様
々な技

術も採
用しま

した。

　赤兜
の音響

は、大
手録音

スタジ
オ以上

の音環
境性能

が認め
られ、

現在の
レコー

ディン
グ

は全て
ここで

行なわ
れてい

ます。

　ＴＡ
Ｏはこ

れから
もスタ

ッフが
集い語

らえる
施設整

備を進
め、ご

支援い
ただい

ている
お

客様へ
日本を

代表す
るエン

ターテ
イメン

ト集団
として

熱いメ
ッセー

ジを送
り続け

ます。

～その
ビート

の奔流
に世界

中が歓
喜した

～

株式会
社　タ

オ・エ
ンター

ティメ
ント

代表取
締役社

長　藤
高郁夫

様より
原稿を

頂戴致
しまし

た。

　日本
のみな

らず世
界各地

で公演
され、

大変な
反響を

引き起
こして

いる和
太鼓グ

ループ
“ＴＡ

Ｏ ” 

　「Ｔ
ＡＯの

里～Ｇ
ＲＡＮ

ＤＩＯ
ＳＯ～

」は、
阿蘇く

じゅう
国立公

園の雄
大な自

然の中
にあり

、自然
との対

話の中
でＴＡ

Ｏ

の音楽
活動を

育み、
活動の

拠点と
なって

います
。今回

、この
ＴＡＯ

の里に
完成し

た新し
い稽古

場は、
野外ス

テージ
を兼ね

備え、

木材を
最大限

に活か
し、随

所にご
だわり

を持っ
て建て

られて
います

。

○ぶり、ぶり大根 ( 桜島大根 )
　鹿児島はぶり、カンパチの養殖が盛んです。冬の
間天然物も良く取れ、脂ののった大物は絶品です。
しかし養殖物も管理は行き届き、まず当り外れがな
いこと、天然物には春になると時として虫がおり、
養殖魚にはそれがないことも評価されます。
　桜島大根はその大きさから人数が集まる時に使い
ます。柔らかに煮えるのに、大鍋で長く煮ても煮崩
れしないのが不思議です。ぶりのだしを吸って、口
ざわり良く何ともいえないあじわいです。ぶり大根
を何度か煮返して、天然物のぶりは全く煮崩れしな
いのに驚きました。
○芋餅（ねったぼ）
　餅搗きの時、ふかしたさつま芋を餅につき入れて
作るのが芋餅（ねったぼ）で、大概きなこをまぶし
て食べました。温かい内でも冷えてからでもおいし
いですが、堅くなりかけたものを、切って火鉢で焼
いても香ばしいものです。
○味噌搗（みそつき）
　昔は多くの家で味噌、醤油まで作りました。手間
の掛かる醤油作りは早い内に廃れましたが、今でも
味噌作りは欠かしません。蒸した麦をもろふたに入
れ、冷ましてから種麹を振ります。温度に気を配っ
ていると翌日にはカビがしっかりついています。こ
の麦麹を蒸して潰した大豆とを混ぜ込みます。昆布
やゴボウを底に漬け込むと、絶品の漬物になります。
こういうときの主役は妻であり、何かきりっとして
いますからこちらも物言いには気をつけます。半年
ほど寝かせて、まさに当家「手前味噌」の出来上が
りです。（佐々木）

が
ん
ば
っ
ち
ょ
り
も
す
!!

工
務
チ
ー
ム
の
巻

そ
の
２

 片村　政博
サブリーダー

　大型木造建築や住宅の施工

図を作成しています。常に新

しい技術に挑戦し、お客様に

安心して頂ける仕事を心がけ

ています。

 永川　敏宏
主　任

　　カンパチ種苗生産施設の
施工図を担当しています。

　高品質、高性能な建て物

を提供できるように、頑張っ

ています。


